
石器剥離面検討計測システム

埋蔵文化財セ ン タ-

{/<IJ縦而計測のシステムを完成したので報告する。システム開発は平成 2年泣から始まった三

年計阿の文部省科学研究費補助金一般研究B研究部題「石持製作経過復原と製作追試実験研

究」に伴う基礎作業である。

利高!日目の検討が石器づくりの経過復原に欠かせない手続きであることは.改めて述べるまで

もない。とくに立体的な剥離而構成一桜合した打悠点.:.':IJれ而の広がりデータの取り込みは長

年の懸案事mであったが，正確 (打j術)なデータを脊易に扱えるようになった。
計iWJには三次元空Il\J崎原測定装1~( (ベクトロン VSC-07型小坂研究所製)を滋入し.iJ!IJ定した。

本裟irl~ は測定環境が蛙備されていて， 倍加できる iJllJ定が可能である 。 とりわけ測定時の屯子案

内機能が， 2J;本有Iiとは別に白山設定できる利点がある。この機能によって，死角となっていた

主幅Iiに平行的な剥離而に対しても安定したデータを取り込める。三幅Ii回転を行う基本而広がり

データとして宥効であり 後の回転;!照合処理を紋小|岐に抑えることができる。

ここに，単純な而榊成をとる資料サンプJレを取り上げて説明する。資料はlliiり拳大の円礁を

素材・に一方の端部を加工した 「際器J(67X51X90rnrn)で，制雌回数は4而ある (必沢1991)。

測定原点を原、目IJとして資料本体のほぼ中央に世いた。もしiJ!1J定データを図に展開するとすれ

ば，石詩作図正而形をxz平而 (決裂)に.YZ而が左右側而形に.xy而が上下側面と航|折而形
に当てられる。同じデータの XYZ値の組み合わせと向きの設定で6而の作図が自在である。

4而問の而界殺， エッジのil!リ定1ilI.また全体の形状をと らえる平行した XY而すなわち Z稲Ii

を2mm問削で{J日る断而l程標値を準備した (A)。基本的にはこのデータで而検討が可能である。

なお各断而のx.y判l方IIlJの1151:大小を求めたデータの集まりをつくれば.xz而の平而輪郭図，
YZ而の側面輪郭岡を姉ける。ただし単純な而構成ならともかく，抜維になればなるほど側々の

剥離而の広がりデータが必裂となる。刺雌4而それぞれを独立 して扱い，打点付近にm子案内
原点を設け，議IJ離の流れ方向に主羽Iiをと ったiJ!IJ定而を設定し，得た而広がりデータ(B)を基本と

する。それを三朝i回転させた計'ZHiIIから，コンター怖を得て，同心川状に展開することを確認

する(C)。三幅Ii回転他が正しい千flJれ而を得る作業に対する素ー材の設世状況を示していることにな

|ベクト ロン+パソコン |

(iJ制定)1)制雌而斜線 2)断而 3)判例:前広がり 4)而交j(J.距隊:11・t): 5)不在部分復原

I/-{ 'J -::Jヨ
〔修正) 1)データ推理 (訂正，切り張り，量級削除)

〔加工) ])マトリ ックスデータ作成 2 )三州回転 3)コンタ一計t):

|プロ ッター+パソコン !

〔作図) 1)測定データ作同 2 )加工データ作間 3 )コンタ一作図
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る。また加工過校での剥片不在官1¥分の復町、)_ui1j~{ x y fi砲は同装iu:の機能(KEEIコL1NK)を使い Zfjl{を

iJ!IJ定して同じ精度のiJ!IJ定価としてllii.り込める。

iJ!リ定検討作業の流れは三者のII¥Jを行き来している。それぞれの作業に凶わるプログラムの準

備が必要であり，また作業効率を尚めるためにもプログラムの整備が要求される。

以上のように， 測定データおよびその処理仰は次の 5種類である。( )内の数値は本資料で、

の測定および計t):数値である。総数約4h点である。首!IJ定には忍耐lを裂する。

1 )而輪郭座標値(3880点) 2 )而広がり測定値(13950点) 3) IfJr而形座標値(19110点、)
4 )面交j(J_打点間距離に|刻する座椋他および計幻値(90ヶ所， 670点)

5 )不在部分復原測定値(1500点) (総;11"39110点)

付開はその成果を作図したものである。大idデータを問H寺的に処理する嬰求は今のところな

い。使用機磁は小型のパソコン範凶 (NECPC-9801LV21)であるが， 十分にその役割を果たして

くれている。追試実験はただ似た石器ができればよいわけではなし、。こうした剥離而椛成の検

討の上にたった実験こそ 立義ある追試になるだろう。本iJ!IJ定は現物に直躯=接する接触方式で

あるが，今後の方向として非接触方式のil!lJ定に大きな魅力を感じている。

〈参考文献〉松沢亜生 1991 fiE外研修報告J(f年報1990J) (松沢!W~Iミ)
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A : XY断而包1-lOmmをJ1lに，上半に表im011]， 下半に災l前0111デークを組み合わせて作|亘l。
B : ITii J iJ!lJ定データ取り込み位ir，~ 1主1 tl'; 1 @I'I;L: :本体を逆lI，y;il回りに83)良 (Y'1111)。
C:而 l打点{立i丘復J);(111一定閃 第2回転.手前に10度 (X4唱I ) 傾けて求めた'，I~J れ斜ITii~H-:i線 ( - 6-ー24mm)。
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